
「
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」

に
お
け
る
不
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議

と
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議
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(
菊

村
)

「入
出
二
門
偶
頗
」
に
お
け
る

不
思
議
と
不
可
思
議

の
研
究

菊

村

紀

彦

親
攣

の

「
入
出

二
門
偶
頭
」
は
、
「
往
還
偶
」

と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
「
謹
按

浄

土
真
宗
、
有

二
種
廻
向
。

一
者
往
相
、

二
者
還
相
。

就
往
相
廻
向
、
有
真
実

教

・
行

・
信

・
証
」
(
教
行
信
証

教
巻
)
の
領
解
を
更

に
演
繹
し
、
か

つ
そ
の

源
泉

と
な

つ
た
世
親

の

「
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願

生
偶
」

へ
の
讃
歎
を
こ
め

て

記
述

し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
.こ
こ
で
往
還

二
廻
向
を

論
ず
る

の
で
は
な
く
、

こ
の
な

か
に
記
述
さ
れ
て
い
る
不
思
議

と
不
可
思
議

の
意
味
を
思
量
し
た
い
。

し
か

し
、

そ
の
こ
と
は
、

親
鷲

が
こ
の

「
二
門
偶
頗
」

だ
け
に

こ
の
両
語
を
使

用
し
た

と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、

ひ
と

つ
の
サ

ン
プ

ル
と
し
て
取
り
あ
げ
た
に

過
ぎ
な

い
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
親
黛

は
、
「
教
行
信
証
」
の
中
に
不

思
議
を
十

二
箇
所
、
不
可
思
議
を

二
十
五
箇
所
、
ま
た

そ
の
他

の
著
述

に
は
、

不
思
議
を
七
十
五
箇
所
、
不
可
思
議
を
三
十
七
箇
所
ほ

ど
使
用
し

て
い
る
。
就

中
、
「
二
門
偶
頗

」
に
は
、
双
方

と
も
三
箇
所
記
述
さ
れ
、

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て

い
る
。
そ

こ
で
当

該
偶
を
選
択

し
て
考
察
し
た

い
。

不
思

議
は
、
「
五
者
仏
法
不
思
議

・
此
中
仏
土
不
思
議

・
有

二
種
不
思
議
力
」

と
あ
り
、

不
可
思
議

は

「
世
親
菩
薩
依
大
乗
、
修
多
羅
真
実
功
徳

、

一
心
帰
命

尽
十
方
、
不
可
思
議
光
如
来
」
と

「不
可
思
議
兆
載
劫
、
漸
次
成
就
五
種
門
」

及
び
「卑
湿
滲
泥
生
蓮
華
、
此
喩
凡
夫
在
煩
悩
、
泥
中
生
仏
正
覚
華
、
斯
示
如
来

本
弘
誓
、

不
可
思
議
力
即
是
、
入
出

二
門
名
他
力
し

で
あ
る
。
さ

て
、
両
語

を

梵
語

に
原

点
を
探
れ
ば
、
a
c
i
n
t
y
a

(
非
思

量
)
の
ほ
か
は
な

い
。
不
可
思
議

の

漢
訳

に
や
や
近
似
し
て
い
る
が
、
こ
の
梵
語

は
、
不
思
議

と
弁
別
出
来
な

い
。

浄

土
教

で
の
、

こ

の
語

は
g
u
h
y
a(秘
密
)

で
は
な
く

、
神
秘

で
は
な

い
。
仏

智
不
思
議

と
い
え
ば
、
非
思
量
な
が
ら
仏
恩
感
謝

の
意
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
よ

(1
)
 

う
に
思

わ
れ
る
。
不
可
思
議

の
場
合
は
、
阿
弥
陀
仏

の
異

名
た
る

「難
思

光
仏

(
a
c
i
n
t
y
a
-
p
r
a
h
a
)

」
無
量
寿
経
)

や

「
不
可
思
議
尊
」

(浄

土
和

讃
)

や

ま

た
、
前
掲

の

「
不
可
思
議
光
」
は
、
す

べ
て
阿
弥
陀
仏
を
意
味
す

る
。
不
思
義

は
、
「
の
」
ま
た
は

「
な
」
な
ど
と

い
う
助
詞
を

必
要

と
す

る
、
不

可
思
議

の
体

を
形
容
す
る
も

の
で
あ
る
。
無
論
、
親
攣

は
そ
れ
ら
の
用

法
を
意

識
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
が
、
他

の
著
に

つ
い
て
の
例
外

は
、

こ
こ
で
は
蝕

れ
な

い
。不

思
議

の
例
は
、

「浄

土
和
讃
」
に
、

「
神
力
自

在
な
る
こ
と
は

測
量

す

べ

き
こ
と
そ

な
き

不
思
議

の
徳
を
あ

つ
め
た
り

無

上
尊

(
阿
弥

陀
仏
)

を
帰

命

せ
よ
」
と
あ
り
、
ま
た

「
尊
号
真
像
銘
文

(
広
本
)
」
に
、
「
大
願
業
力
の
不
思

議
を
う
た
が
う

こ
こ
ろ
も
て
」

と
あ
り
、
「
末
燈
砂
」

に
、

「
た
だ
不
思
議

と
信

ぜ
さ
せ
た
ま

い
候

ぬ
る
う
え
は
…
…
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら

の
不
思
議
は
、

い
わ

ば
修
辞
的
用
法

で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
そ

の
も
の
を
表
現
す

る
も
の
で
は
な

い
。

一
方
、
不
可
思
議

の
例
は
、
「
教
行
信
証
行
巻
」
の

「
帰
命

無
量
寿

如
来

南
無

不
可
思

議
光
」
と
あ
り
、

ま
た

「
愚
禿
紗
」
に
、
「
『
我
』
の
言
は
、
尽
十
方
無
擬

の

光
如
来
な
り
。
不
可
思
議
光
仏
な
り
」
と
あ
り
、
「浄

土
文
類
聚
砂
」
に

「
西
方

不
可
思
議
尊
」
や

「
不
可
思

議
の
願
を
演
暢
す
」

と
あ
る
。

こ
こ
で
の
不
可
思

議
は
、
明
か
に
阿
弥
陀
仏

で
あ

る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
最

終
例

の

「
不
可
思
議

の
願
」
は
、
修
辞

に
も
と
れ
る
が
、
仏

の
本
願

で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
不
思
議

よ
り
は
強
意
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
阿
弥
陀
仏
と

い
う
意
味

の
ほ
う
が
理
解

し
や

す

い
の
で
あ
る
。
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さ

て
、
「
二
門
偶
頗
」
を
観

よ
う
。
「
仏
法
不
思
議
」

と

「
仏

土
不
思
議
」
と

「
二
種

の
不
思
議
力
」

だ
が
、
何

れ
も
阿
弥
陀
仏
を
表
現

し
て
は
い
な

い
。
「
な
」

や

「
の
」
を
入
れ
る

べ
き
性
格

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対

し
て
、
二

心
に
尽
十
方

不
可
思
議
光
如
来
L
と

「
不
可
思
議
兆
載
劫
」
と

「
不
可
思
議

力
」
で
あ
る
が
、

第

二
の

「
不
可
思
議
兆
載
劫
」
だ
け
は
、
阿
弥
陀
仏
そ

の
も
の
で
は
な

い
が
、

し
か
し
、
五
劫
思
惟

の
願
を
意
味
す
る
に
違

い
な

い
か
ら
、
単

な
る
不
思
議

と

い
う
修
辞

に
終
止

せ
ず
、
阿
弥
陀
仏
的
表
現
が
感
得
さ
れ
て
な
ら
な
い
。
第

三

の

「
不
可
思
議
力
」
は
、
前

の

「
不
思
議
力
」
と
異
な
り
、
「
こ
れ
は
如
来
の
本

弘
誓

の
不
可
思
議
力

で
あ
り
、

こ
こ
で
も
阿
弥
陀
仏
自
体

の
力
と

い
う

こ
と
に

な
る
。
「
五
者
仏
法
不
思
議
」
の

「
二
門
偶
頗
」

と
関
連
あ
る

「
高
僧
和
讃

(
曇

攣
)
」
に

「
い

つ
つ
の
不
思
議

を
と
く
な
か
に

仏

法
不
思
議

に
し
く
そ
な
き

仏
法
不
思
議
と

い
う
こ
と
は

弥
陀

の
弘
誓
に
な
づ
け
た
り
」

と
あ
る
。

こ
こ

に
は
、

三
箇
所
ほ
ど
不
思
議

が
使

わ
れ

て
い
る
が
、
何

れ
も
仏

を
あ
ら

わ
す
も

の
で
は
な
く
、

形
容
詞
的
表
現

で
あ
る
。
「
弥
陀

の
弘
誓
」
を

、
不
可
思
議

と
思

(2
)
 

考
し
た

い
。
五

つ
の
不
思

議
と
は
、
曇
鷺

の
記
述
に
よ
れ
ば

「
五
種

不
可
思
議
」

に
な

つ
て

い
る
。
「衆

生
多

少

・
業
力

・
竜
力

・
禅

定
力

・
仏

法

力
」

で

あ

る

が
、
曇
鶯
は
、
親
攣

の
用
法
と
は
異
な
り
、
あ
た
か
も
、
親
鷺
記
述

の
不
思
議

を
意
味
す
る
。

親
鷺
は
、
不
可
思
議
を
仏
…
…
真
如
法
性
な

る
も

の
に
観

て
い
た
よ
う
だ
が
、

試

み
に
日
蓮

と
比
較
す
る
な

ら
ば
、
か

の
妙
法

(
s
a
d
h
a
r
m
a
)

で
あ
ろ
う

か

こ
の
語

が

「
法
華
経
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
、
浄

土
教

に
お

い
て
は

「
阿
弥
陀

仏
」
を
意
味
す

る
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
無
量
寿
経
」
で
は
、
不
可

思
議

が
不
思
議

の
用
法

に
記

さ
れ
て
い
る
。
例

と
え
ば
、

四
十

八
願

の
中
、

三

十

一
・
三
十

三

・
三
十
四

・
三
十
五

・
三
十
六

・
三
十
七

・
四
十

二

・
四
十

五

願
に
は
、
「
無
量

不
可
思
議

」
と
表
現

(
翻
訳
)

さ
れ
て

い
る
が
、
梵
語
原
典

で

は
、

ア
チ

ン
テ
ィ
ヤ
ー
ト
ゥ
ル
ヤ

(
a
c
i
n
t
y
a
t
u
l
y
a
)

で
あ
る
ひ

こ
の
よ

う

に

見

て
く

る
と
、
梵
語
原
典
で
は
、

か
な
ら
ず
し
も
、

一
定

せ
ず
、
不
可
思
議

で

も
、
前
掲

の
難
思

(光
仏
)

で
も

一
様

に
ア
チ

ン
テ
ィ
ヤ
で
あ
る
。
し
て
み
れ

ば
、
漢

訳
も
多
様

で
あ
り
、
厳
密
な
区
別
は
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み

に
、
「無
量
寿
経
下
巻
」
の

「
皆
共
讃
歎
無
量
寿
仏
威
神
功
徳
不
可
思
議
」

は
、

不
思
議
で
あ
り
、
同

じ
く
下
巻

の

「
十
方
世
界

無
量
無
辺
不
可
思
議
諸
仏
如

来
」
は
、

仏
を
表
現
す

る
も

の
と
見

て
よ
か
ろ
う
と
思
う
が
、
確
証

は
な

い
。

日
本
仏
教

の
パ
ト

ス
と
し
て
思
考
す

る
な
ら
ば
、
不
思
議

に
は
、
微
妙

な
が
ら

思
弁
的
要
素
が
含

ま
れ
、

不
可
思
議

に
は
、
思
弁
が
皆
無

な
も
の
で
あ
ろ
う
。

不
思
議

に
は
、
思
量
す
る
人
間

の
分
別
が
全
く
な

い
と
は
い
え
ず
、

不
可
思
議

は
、
完
全

な
非
思
量

で
あ
り
、

知
恵
と

い
え
よ
う
。
だ
か
ら
、
浄

土
教
と
は
、

不
思
議
な
仏
法

で
あ
る
。
不
可
思
議

の
仏
を
信

じ
、
不
思
議
な
国
土
に
往
生
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

親
鷺
の

「
二
門
偶
頗
」
を
観

て
、

そ
の
感
が
弥
増
す
。
不
思
議
な
法

と
呼

ぶ

時
に
は
、

不
可
思
議

の
仏

に
対
す

る
感
謝

の
感
情

が
あ
り
、
不
可
思
議

の
仏

と

呼

ぶ
時
に
は
、
不
思
議

な
法
に
摂
取

さ
れ
て
い
る

の
で
あ

る
。
不
思

議
と
は
往

相

の
機

で
あ
り
、
不
可
思
議
と
は
還
相
の
仏

で
は
あ
る
ま
い
か
。

1

荻
原
改
訂
本

で
は
、
不
思
議
光
と
訳
さ
れ
、
梵
文

で
は
A
t
i
i
r
y
a
p
r
a

b
h
a
 に
な

つ
て
い
る
。

2

曇

鷺
の

「
浄
土
論
註
」
下
巻
。

3

智
度
論
三
十
に
五
事
不
可
思
議

の
記
述
が
あ
る
。

「
入
出

二
門
偶
碩
」

に
お
け
る
不
思
議
と
不
可
思
議

の
研
究

(
菊

村
)
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